
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年４月発行 

沖縄 SC ウェブサイト 

 

  放送大学 沖縄学習センター 

TEL：098（895）5952 

FAX：098（895）5953 

〒903-0129 西原町字千原 1 番地 

（琉球大学構内：地域国際学習センター棟 4 階・5 階） 

 

機関誌「キャンパスニライ」の名称の由来 

 沖縄では昔から、はるか海の彼方に神々の住む世界「ニライカナイ」

が在るという伝説があり、そのニライカナイから、人々の住む島々に

様々な豊穣と幸せがもたらされると、広く信じられています。この放

送大学沖縄学習センターも、はるか宇宙の彼方から衛星放送により知

識をもたらし、生涯学習の喜びを人々に与える存在でありたいという

願いを込め、本機関誌の名称としました。 
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「地域と共に歩む学びの場－放送大学沖縄学習センター」 

沖縄学習センター センター所長 和田 浩二 

 

2025 年 4 月より、8 代目の放送大学沖縄学習センターの所長を拝命いたしました和田浩二と申しま

す。私は 1989年 12月に九州大学農学部から琉球大学農学部に助手として着任し、2025年 3月まで

約 35 年にわたって琉球大学での教育研究および大学行政に携わってきました。ご存じのように、沖縄は

広大な海域に、大小の島々からなる日本で唯一亜熱帯地域に位置する島嶼県で、古くから他府県とは異

なる野菜や果樹など、地域特性を活かした農作物が生産されています。そこで、沖縄特産農産物のおい

しさや健康維持・増進に関わる機能性についての教育研究を学生と共に長年行ってきました。そのような

経緯から、沖縄学習センターにおいて 2013 年度に健康と健康食品に関連する卒業研究の指導、2016

年度と 2018 年度に「生活と福祉：食品の機能と食品加工」の面接授業を担当させていただきましたが、

幅広い学びの場や多様な学生の皆様との交流などはこれまでの大学の環境とは大きく異なります。まず

は私自身も沖縄学習センターの学生の皆様と一緒に学びながらのスタートとなりますので、どうぞよろし

くお願いします。 

さて、放送大学では社会学、心理学、文学、環境学、健康学、情報学など、様々な教育分野をカバーし

ています。したがって、多彩な学問領域にアクセスして知識や視野を広げることができますし、さらに興味

を持つ分野については卒業研究や大学院でより深く学んで専門性を高めていただければと思います。ま

た、理論だけでなく実践的な学びとして、現場で役立つ知識や技術の習得も重視しています。そのなかで、

沖縄学習センターでは、沖縄の重要な資源である伝統文化や観光産業、地域づくりなどに関連する分野

について、これらを学びのテーマとして学生が深く掘り下げることで高いスキルを習得し、地域社会での

活躍につなげていくことも目指しています。 

沖縄学習センターには 2024 年 10 月現在、1262 名の学生が在籍し、年齢は 10 代から 70 代以上

と幅広く、職業やバックグランドも多岐にわたりますが、自主的なサークル活動による交流が盛んに行わ

れ、その活動成果を 2023 年度からは交流文化祭で公開しています。また、「自宅以外でも学習スペー

スが欲しい」、「気分を変えて学習に取り組みたい」といった学生は、視聴学習室・図書室や学生控室を利

用でき、学習上の疑問や悩みには客員教員による「学習相談」を行っています。学生一人ひとりが自由に

かつ効果的に学習でき、そしてキャンパスライフを十分に楽しめる環境を提供することが私を始め教職員

の望みでもあります。 

最後に、沖縄学習センターはこれまで広く地域社会に学びの機会を提供し、多くの学び手とともに成長

してきました。私は、その歴史を受け継ぎ、沖縄での学びの場のさらなる発展に努めたいと思います。そし

て、学生の皆様が未来に向けて大きく成長していくことを楽しみにしています。 
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「一朶の雲を見つめて」 

                            沖縄学習センター 前センター所長 川本 康博 

 

 

 

 

前回、このキャンパスニライでの所長就任のご挨拶から、早や５年になりました。 

５年前の就任時は、新型コロナ感染が世界的な疫病として広がり始めておりました。放送大学

を含む全ての教育機関も集団での対面授業は止められ、オンライン授業への切り替えを余儀な

くされました。当初、通信制大学のパイオニアたる放送大学は、傍から見ると、非常時にこそ確固

たる教育様式を提示できるものと思われていた感がありました。ですが、メディア教育（放送授業）

は整備されていたものの、受講学生やそれを支援するスタッフの IT リテラシー(IT機器に関する

知識や技術)の不足やネット環境の整備不十分さ故に、ICT教育のシステムが十分に構築されて

いなかったため、ICT 教育でも先導的な役割を示すことにかなり難がありました。しかし、ポスト

コロナ以降、ライブ web 授業やハイフレックス(対面と遠隔の併用授業)の科目数が増え、受講

者も増えています。やっと、ポストコロナのニューノーマル社会での放送大学の本領発揮が展開

されつつあるように思えます。 

センターで定期購読している「文部科学 教育通信」の巻末に「私の放送大学」といるコーナー

記事があります。全国のセンターから紹介された学生さんの放送大学を通じたキャンパスライフ

が描かれています。22歳の若者から 101歳の長老までいらっしゃいます。皆さんのポジティブに

学ぶ姿勢が、活き活きと描かれており、それぞれに賞賛を贈りたい気分になります。 

司馬遼太郎の小説原作をもとにしたドラマ「坂の上の雲」が、年末からNHKで日曜日の深夜、

シリーズで再放映されています。この中の登場人物は新しい時代に、それぞれが坂の上の青天

に浮かぶ一朶
い ち だ

の雲を見つめて坂を一歩ずつ登って行く姿を描いています。すなわち、人は更なる

高みへと登ろうとする姿勢が大切であるし、美しいと言っているのかも知れません。学ぶことは時

代が変わっても、いつでもどこでもエンドレスです。 

この５年間、若者から長老の皆さんがいろいろな目的を持って学ぶ姿を見てまいり

ました。放送大学は高等教育のDX化の先陣を切って進むはずです。ニューノーマル

時代には、従来とは異なる学び方や手法が求められますが、ひとつずつ乗り越えて、

皆さんが目指す一朶の雲に向かって新たなしかも着実な歩みを進めて頂くことを祈

念して、退任の挨拶といたします。大変お世話になりました。 
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2024 年度第 2 学期の「学位記授与式」が 2025 年 3 月 22 日に沖縄学習センター

大講義室で 14 時から挙行された。 

式には 22 名が出席され、川本康博沖縄学習センター所長から、「卒業証書・学位記」

と「記念品」が授与された。 

その後、岩永雅也放送大学学長から卒業にあたってのメッセージ（DVD）と川本所長

から祝辞の後、秋山蓮穏さんにより卒業生代表挨拶が述べられた。 

卒業生の年齢構成は、20 代 19 名、30 代４名、40 代６名、50 代 13 名、60 代

４名、70 代４名、80 代１名の合計 51 名。最年長は 84 歳で最年少は 22 歳。 

沖縄学習センターでは、1988 年度第 2 学期に初めての学部生 3 名が卒業して以来、

2024 年度第 2 学期までの卒業生は、今回の 51 名を含め、1,200 名となった。 

また、今年度の大学院（修士課程）修了生は 3 名で、2003 年度に３名が修了して以

来、これまでに 4７名の修了生が輩出されました。 

これで、2024 年度までの卒業生・修了生の総数は、1,247 名となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご卒業・修了おめでとうございます 

学部生５１名 

【生活と福祉コース】  １８名   【心理と教育コース】   １９名 

【社会と産業コース】   ８名   【自然と環境コース】    ４名 

【情報コース】      ２名    

大学院生（修士課程）３名 
【生活健康科学プログラム】２名   【自然環境科学プログラム】１名 
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人生を変えてくれた放送大学 

教養学部 社会と産業コース 

2024 年度第 2 学期卒業生 秋山蓮穏 

 

 

私が放送大学に進学したきっかけは、コロナ禍でした。 

もともと専門学校への進学を決めていましたが、コロナ禍による経済的な影響で進学が難しくな

り、新たな進学先を模索していたところ、偶然、放送大学の広告を目にしました。通常の大学よりも

学費が安く、様々な分野の学習が単位の範囲内で自由にできることに加え、在宅学習が中心のため、

コロナの影響を受けにくいと考え、進学を決意しました。 

 

入学当時、私は 18 歳でしたが、周囲に同い年の学生はおらず、全国的にも高校卒業後すぐに入学

する人はほとんどいないため、正直なところかなり不安でした。さらに、入学した 2021 年度の初

めは緊急事態宣言や感染者数の増加により、キャンパス内で先生や学生と交流する機会がほとんどな

く、大学生活や学習について相談できる場もないまま、不安の多い 1 年を過ごしました。 

何度も心が折れそうになり、コロナが落ち着くまで休学することも考えましたが、そんな中で励み

になったことが 2 つあります。 

ひとつは、千葉本部から定期的にいただいた電話です。課題提出の方法や試験について説明してく

ださり、さらに「無理せず頑張ってください」と温かい励ましの言葉をかけていただいたことが、大

きな支えになりました。 

もうひとつは、高橋和夫先生の授業です。初めて受講したのは「国際理解のために」という基礎科

目でしたが、先生の明るくユーモアを交えた講義スタイルに引き込まれました。ときには真剣な口調

で語られる場面もあり、そのメリハリがとても印象的でした。「この先生の授業をもっと受けたい！」

という気持ちが勉強の原動力となり、つらい時期でも学習を続けることができました。 

 

その後は少しずつ自分のペースで学びを進め、時には家族やさまざまな方々のサポートを受けなが

ら、一歩ずつ単位を修得していきました。そしてようやくコロナが収束し始めた 2023 年、授業内

でのディスカッションなど学生同士の交流が再開され、本来の面接授業が戻りました。多くの刺激を

受け、どの授業も楽しく、かけがえのない時間を過ごすことができました。どの授業でも、先輩方が

熱心に学び、知識を深めようとする姿勢には驚かされました。その姿を見ることでやる気を奮い立た

せることができ、おかげで諦めることなく 4 年間で卒業を迎えることができたのだと思います。 

私は「社会と産業コース」で経済学や金融学を中心に学びましたが、情報学や心理学にも触れるこ

とができ、多角的な視点を身につけることができました。どの学びも本当に楽しく、貴重な経験ばか

りでした。 

 

私は 2024 年度をもって卒業しますが、放送大学には感謝の気持ちでいっぱいです。 

この大学に進学したことで、多くの出会いや経験を得ることができました。進学を決めた当初は、周

囲から色々なことを言われ、悔しい思いをしたこともありましたが、今では胸を張って「この大学に

進学してよかった」と言えます。 

つらく大変な時期もありましたが、振り返ればすべてが自分を成長させる貴重な経験だったと感じ

ています。しばらくは放送大学を離れますが、いつか別のコースに入学し、もう一度学びたいと思っ

ています。 

 

放送大学、そして学生の皆様のさらなる発展を心より祈念いたします。 

4 年間、本当にありがとうございました。 
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客員教員 退任のご挨拶 

 

高良美樹先生 
（客員准教授） 

 

井口直子先生 
（客員准教授） 

 

古川卓先生 
（客員教授） 

 

森山克子先生 
（客員准教授） 

皆様、お世話になりました。2025 年 3 月末日をもって放送大学沖縄学習センターを退任
いたします。私は小学校、中学校、高校、大学で勤務し幅広い体験をしてきましたが、本学
習センターにおける日々は、学生さん、所長はじめ職員の皆様や教員の先生方との出会いに
より、私の人生をより深く豊かにしてくれました。学生さんは、年齢は、10 代～80 代まで
孫と祖父母の幅広い方々。面接授業では県内は無論、千葉県や福岡県など県外から受講され
る方々。受講目的も人生を豊かに生きるためから行政で食育担当の方など業務に生かすため
など明確な意図等とその真摯のお姿に感銘を受けました。食はクスイムンとも言い、漢字で
は人＋良＝食。食という漢字は人を良くする事ですが、経験豊かな学生さんから健やかな心
と身体（健康）は食であり、「食＝愛」であることを改めて学ばせて頂きました。5年間有
難うございました。皆様のご健康とご多幸をお祈りします。「食＝愛」 

この 4 月から放送大学沖縄学習センターの客員教員に就任いたしました高良美樹と申し
ます。私は、生まれ育ち、現在住んでいる所も沖縄市です。現所属は、琉球大学・人文社会
学部の心理学プログラムです。今回、縁あって放送大学で皆さんと関わる機会を得ることに
なりました。 

私は、社会心理学の研究・教育を行なってきましたが、とくに近年、青年が自己と社会と
を関連づけながら希望に満ちた将来を展望する上で何が必要となるかについて興味を持っ
ています。社会心理学は、ひとが自身のことを対人関係の網の目の中にどう位置づけ認識す
るかということ、そして構成員のひとりとして社会にどのように関与していくかということ
と関連した学問領域です。日々の生活において誰もが他者との関係を通して喜びや苦悩を
得て、何らかの形で社会と関わっていかざるを得ないことを考えると身近な学問に感じられ
るのではないでしょうか。 

これまでの研究・教育活動を踏まえ、皆様とご一緒に学び、考える場を共有できたらと願
っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

４月より、放送大学沖縄学習センターの客員教員に就任しました井口直子と申します。 

現在、農学部亜熱帯生物資源科学科健康栄養科学コースの教員として栄養士、栄養教諭の
養成に関わっております。これまで、沖縄県において栄養教諭、指導主事、教頭、学校長と
して教育、学校における食育に携わってきました。その経験も含めて学校における食育実践
や栄養教諭等による食育の実態調査、学校給食における郷土料理の提供等に関する研究を行
っています。 食育は子どもにとって「知育、徳育、体育の基礎となるもの」として重要なも
のだとされています。人生百年時代といわれる昨今、大人にとっても身体の健康だけでなく
心の健康も学べる食育は、心身ともに充実した生活につながるのではないでしょうか。 

「共に食べる・作る（料理、作物）」など食に関わる取組を通して、心豊かに人生を送る
ためのヒントを皆さまと一緒に考えていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいた
します。 

もう「コロナ」という言葉を耳にする機会も減りましたが、放送大学でのお仕事の半

分以上は感染予防に時間もエネルギーを費やしたように思います。しかし、感染症流行

が下火になり開いた心理劇のゼミには何人もの方が参加していただき、自分を取り戻す

機会をいただいたように思います。学生の皆様には「興味・関心あるところにアイデン

ティティあり」というメッセージをお送りし、退任のご挨拶にかえさせていただきます。 
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 学習センターは、面接授業(スクーリング授業)を行うほか、図書・雑誌の閲覧、放送授業の視聴がで

きる設備があり、客員教員による学習相談や、各種証明書発行などを行うことができる学習の拠点です。 

学習センターには、センター所長と客員教員、事務職員がおり、学習上の各種相談に応じます。学生

の皆さんが教職員や学友とふれあうことのできる場でもあります。 

 沖縄学習センターでは、「自宅以外でも学習スペースが欲しい」「気分を変えて学習に取り組みたい」

という方が、視聴学習室・図書室や学生控室を利用されています。 

 また、曜日別で客員教員の専門性を活かしたゼミや学習相談が受けられます。 

 その他にはサークルに所属し、学生間交流を活発にしている学生もいます。 

 このように様々な目的で、沖縄学習センターの施設利用をすることができます。 

 在学生も入学を検討されている方も、何か不明な点があれば、センター職員に相談ください。 

 学習センターを活用しながら、大学生活を満喫してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「沖縄学習センター」は、琉球大学構内地域国際学習センター棟４階・５階にあります。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学習センター」ってどんなところ？ 

沖縄学習センター利用時間 

【開所日】火～日 9：30～17：45 

 

【閉所日】月曜日・祝日・年末年始 

※臨時閉所する場合があります。 

沖縄学習センターウェブサイトを 

ご覧ください。 

  TEL：098-895-5952 

【事務室】４階 

・入学履修相談 

・各種証明書発行 等 

【視聴学習室・図書室】４階 

・放送授業の視聴 

・図書の閲覧 

【学生控室】４階 

・休息、談話、飲食 等 

【ＩＣＴ学習室】４階 

・ICTを活用した学習が可能 

【客員教員室】５階 

・学習相談 

【講義室】５階 

・面接授業、ゼミ 

沖縄学習センター 
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火曜～日曜 9:30～17:45 

閉所日 月曜日／国民の祝日 

語学関係 

・TOEIC 入門編 

・TOEIC 実践編 

・すっきりわかる英文法 

・学び直す日本語 

PC スキル関係 

・コンピュータ入門ネットワーク編 2022 版 

・Windows11 入門コース 

・誰でもわかる MicrosoftWord2021 

・誰でもわかる MicrosoftExcel2021 

・誰でもわかる MicrosoftPowerPoint2021 など  

※利用時間の変更についてはウェブサイトをご確認下さい。 

視聴学習室・図書室の利用案内 

 

 

 視聴学習  

 利用時間 

 利用のルール 

 図書の閲覧 

図書・雑誌・放送教材等は室内のみで閲覧
可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

① 利用する際は、入室時に必ず「学生証」を提示してください。 

➁ 貴重品と学習に必要なもの以外は持ち込むことができません 

  カバン、手荷物等はコインロッカーをご利用ください。 

③ 携帯電話を持ち込む場合は電源を切るかマナーモードに設定し
てください。 

④ 室内での飲食は禁止です。学生控室をご利用ください。 

※ペットボトルや水筒(蓋つき)のお飲み物は持込可能です。 

 

 

 

 

 

 

配架していた雑誌のバックナンバーを無償で差し上げます。ご希望の方は職員へお声掛け下さい。 

対象雑誌：１年以上前に発行されたもの(週刊東洋経済・PRESIDENT・日経サイエンス・栄養と料理など) 

※無くなり次第終了します。お 1 人各雑誌 2 冊程度。 

OPAC はインターネットを介して利用できる蔵書検索システムです。豊富な本部図書館の蔵

書をご自宅(※１)や学習センターへ取り寄せ１カ月借りることができます。詳しくは『放送大

学附属図書館』のホームページへアクセスしてください。リブナビのバナーから詳しい利用方

法をご覧いただけます。※１往復の送料がかかります。学習センターは無料です。 

インターネット視聴端末PCを設置しています。

ご自分の ID（学生番号）とパスワードを入力 

するだけで、開講されている全ての放送授業が

視聴できます。 

 

便利なシステムのご案内 

 

 

 OPAC 

 

電子ブック・ 

電子ジャーナル 

自己学習サイト 

ご自宅で電子ブックや電子ジャーナルを読むことができます。放送大学附属図書館のホーム

ページから電子ジャーナル・電子ブック『リモートアクセス』へログインし、提供されてい

る電子ブック等の資料にアクセスできます。 

※システム WAKABA と共通の ID・パスワードでログイン。  

 

システム WAKABA にて『自己学習サイト』のリンクから PC スキル・語学等の様々な教材を

無償で自由に学ぶことができます。 

※システム WAKABA→学内リンク→放送大学自己学習サイト 

※その他リメディアル教材等もございます。 7 



・インターネットを通じ「Web 単位認定試験システム」にアクセスして受験します。 

・試験期間中は自宅等から 24 時間いつでも受験できます。（最終日は 17：00 まで） 

・1 科目 50 分の時間制限があります。(一時停止不可・1 回のみ受験可能) 

・出題形式には「択一式」「記述式」「(択一式と記述式の)併用式」があり、各科目の出題形式は「授業科目 

案内」に掲載しています。 

 

システム WAKABA では、Web 単位認定試験の提出までの操作を体験していただける「Web 単位認定試

験体験版」を公開しています。解答・提出までの操作方法や、ご自身の受験環境の動作について単位認定試

験期間前までに必ず確認しておいてください。※学習センターで受験される方は学習センターでの操作体験

会にご参加ください。なお、解答・提出までの操作方法については、Web 単位認定試験システム TOP 画面

の「操作ガイド」をご確認ください。 

 

自宅等にインターネット環境がない。パソコン・スマ

ホ・タブレット等電子機器の操作が困難等の場合に

は、沖縄学習センターでの受験が可能です。 

※学生生活の栞 P74(受付期限あり) 

実施方法 出題形式 試験日程 

Web試験 

択一式科目 
2025年７月１６日(水)９：００～ 

７月２４日(木)17：00 

記述式・ 

併用式科目 

2025年７月１６日(水)９：００～ 

７月２０日(日)17：00 

郵送試験 
すべての 

出題形式 

２０２５年７月１６日(水)～ 

７月２０日(日)※必着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位認定試験について 

 

 

実施方法(Web 試験)(郵送試験) 

 

 

Web 単位認定試験体験版について 

過去問題を活用しよう！ 

過去１年間(２学期分)の単位認定試験(問題・解

答)を公表しております。学習のサポートにぜひ

ご利用下さい。沖縄学習センターでは紙媒体で

ご覧いただけます。また、大学本部では有償で

郵送するサービスも行っております。 

※学生生活の栞 P80 

 

 
試験期間 Web 受験が困難な場合は単位認定試験受験場

所変更を行ってください 

通信指導について 

単位認定試験を受験するためには通信指導で合格することが必要です 

 通信指導は、Web 通信指導による提出(郵送提出科目を除く)ですので、問題冊子の送付はありません。自宅等

からインターネットを通じて Web 通信指導システムにアクセスし、問題閲覧・解答提出を行います。出題範囲は

前半の一定の範囲から出題されます。※学生生活の栞 P68 

― 問題は前もってご覧いただけます ― 

４月上旬に『システム WAKABA→授業サポート→授業共有ファイル』へ PDF 形式でアップロードされますので、

ぜひご確認ください。※郵送提出科目の場合は４月下旬に送付されます。(問題冊子・マークシート・返信用封筒) 

実施方法 提出期間 

Web通信指導 ２０２５年５月８日(木)10：００ ～ ５月２８日(水)17:00 

郵送提出科目 ２０２５年５月１４日(水) ～ ５月２８日(水)必着 
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 過去 1 年分の過去問題と解答を閲覧できます。単位認定試験対策に活用しよう！ 

 学習センターで Wi-Fi 利用する場合の「情報セキュリティー」の受講や各種教材

等ｅラーニングによる自己学習が可能です。 

 インターネット配信を視聴できます。 
 学生は全ての放送授業を視聴できるので、次学期の科目選択に視聴するのもよいです。 

 修学関連や沖縄学習センターからの連絡

が届くので、定期的に確認しましょう。 

  メール受信の設定もおすすめします。 

 大学本部からのお知らせが掲載

されます。定期的に確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の通信指導や７月の単位認定試験がＷｅｂ受験方式になり、システムＷＡＫＡＢＡから解答提出

となっています。（一部、郵送試験科目もあり） 

 その他にも学生の学修をサポートするための各種情報（履修成績照会、変更・異動手続き、出願・科

目登録申請など）があり、大学からのお知らせが届いています。定期的に確認しましょう！ 

システム WAKABAを活用しよう！ 

9 

カテゴリーを選択し、次にコースを選択します。 

授業科目を選択します。 

科目名、講師名等でも検索できます 
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≪教務情報≫でこんなことができます！ 【学生カルテ】 

 学籍・履修情報、単位修得状況、授業料納入情報等が

確認できます。 

【変更・異動手続】 

 住所変更、氏名変更、緊急連絡先変更は随時変更可。 

所属学習センター変更、コース・カリキュラム移行、

休学、退学等の届出は、受付期間内の手続き。 

【履修成績照会】 

 受講した全授業科目の履修結果がわかります。 

【出願・科目登録申請】 

 科目登録申請：申請期間内に次学期の科目を登録 

 継続入学申請：卒業や期間満了の方で継続の出願 

 出願申請進行状況確認：出願後に確認したい場合 

【シラバス検索】 

 授業科目のシラバスが確認できます。 

【自己判断（シミュレート）】 

 所属コース変更やカリキュラム移行のシミュレーション

で卒業要件の不足単位数の違いを確認できます。 

【資格取得判定】【資格取得申請書】 

 科目軍履修認証制度（放送大学エキスパート）の資格要件

を満たしているか自己判定ができ、申請書の出力も可能。 

沖縄学習センターウェブサイトを活用しよう！ 

沖縄学習センターウェブサイトのＨＯＭＥ画面に

は、イベント情報や面接授業に関する情報なども随時

更新しています。お知らせ欄には、学習相談のお休み

連絡やセンターの臨時閉所などを掲載しています。 

来所の前には、ぜひチェックしてほしいです。 

『沖縄学習センター』で検索 

もしくは、こちらの QR コードから 

『Instagram』と『Facebook』を開設しました！ 

SNSでもイベント情報など 

発信していきたいなと思っています。 

フォロワーが増えると発信の活力になります。 

頑張って更新していきますので、 

フォローをお願いします。<( _ _ )> 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面接授業における自分用パソコン持込み方式（BYOD） 

◎パソコンを使う面接授業について 
 2024年度第 1学期以降、パソコンを使う面接授業は、受講者ご自身にパソコン等を持参して受講
していただくこととなりました。これにより、普段使い慣れたご自身のパソコン等で、授業の受講、
予習や復習を行うことができます。 

  受講に必要なパソコン等端末の種類（パソコン、タブレット等）やソフトウェア（OSやアプリケー
ションソフト）は科目ごとに異なります。また、インターネット接続が必要な科目がありますので、
登録前にシラバスを必ずご確認ください。 

 

BYODの講義でインターネット接続が必要な場合は、Wi-Fi利用申請をしてください。 

 

  

 

授業以外にも学習センター内での利用を希望する方は、下記の手順に従ってお申込みください。 
（個人の PC・タブレット・スマホで利用することができます） 

 

STEP1：システムWAKABAにログインし、「情報セキュリティ研修」を受講し修了する。 

❷ 

STEP2：無線 LAN利用申請書（オンライン）を行い、ID とパスワードを発行する。 

 

センター内、Wi-Fi利用 

可能エリアにて 

 

2021年度情報セキュリティ研修（学生用）」をクリッ
ク！！ 
 
. 
 

  

① 動画コンテンツ（1 時間程度）を視聴し、小テストを受

験！ 100％正解必須。 

 

 

➊ 

 

各種届出・申請様式 

❷ 「各種届出・申請様式」→無線 LAN申請（オンラ

イン）について」→ファイル（申請方法（学生用））

をクリックし、申請方法を確認して閉じる  

→参考URL（ｈｔｔｐｓ：//foｒmｓ～）をクリック 

① 必ずキャンパスメール（@campus.ouj.ac.jp）で

ログインし、無線ＬＡＮ利用申請を行う。発行され

たＩＤとパスワードをメモする。                                                    

  
 

  STEP3：学習センターのWi-Fiに接続 

 学習センター内で、WiFi-houdaiに接続し、発行された ID とパスワードを入力し接続する。 

（ID=ユーザー名） 
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➊ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 日 科 目 名 担当講師 定員 科目区分 
登録受付期限 

（空席がある場合） 

４月１２日（土） 

４月１３日（日） 

琉球三線音楽の歴史と鑑賞 金城 厚 ４０ 専門科目：人間と文化  

４月 6 日（注） 
「からだ」の情報を取り出す技術 國田 樹 ２０ 専門科目：情報 

４月１９日（土） 

４月２０日（日） 

沖縄の民俗―信仰とくらし― 稲福 政斉 ４０ 専門科目：人間と文化 

４月１２日（注） 東アジアの先史文化と琉球列島 後藤 雅彦 ３０ 専門科目：人間と文化 

日本語の文章表現 髙橋 美奈子 １６ 基盤科目 

 

５月１０日（土） 

５月１１日（日） 

 

初歩からの知的財産 大久保 秀人 ４０ 導入科目：社会と産業 

４月２７日 行動経済学 堀 勝彦 ３０ 導入科目：社会と産業 

心理学実験１（※） 井村 弘子 ２０ 専門科目：心理と教育 

５月１７日（土） 

５月１８日（日） 

老年学への招待 下地 敏洋 ２５ 専門科目：生活と福祉 
５月１０日 

心理学実験３（※） 山田 恭子 ２０ 専門科目：心理と教育 

５月２４日（土） 

５月２５日（日） 
古文書の語る琉球史 豊見山 和行 ４０ 専門科目：人間と文化 ５月１７日 

５月３１日（土） 

６月 1 日（日） 

荒れる子どものナゾを解く 丹野 清彦 ４０ 導入科目：心理と教育 

５月 2４日 暮らしに役立つ楽しい数学 日熊 隆則 ３０ 基盤科目 

心理学実験２（※） 古川 卓 ２０ 専門科目：心理と教育 

６月 ７日（土） 

６月 ８日（日） 

子どもから大人への精神保健学 知名 孝 ３０ 導入科目：心理と教育 

５月 3１日 
琉球列島の生物多様性と保全 小林 峻 １５ 専門科目：自然と環境 

６月 1４日（土） 

６月 1５日（日） 
心理検査法基礎実習 田中 寛二 ４０ 専門科目：心理と教育 ６月 ７日 

６月 2８日（土） 

６月 2９日（日） 

沖縄の病害動物 當眞 弘 ３０ 専門科目：自然と環境 
６月 21 日 

食と農の地理学 小川 護 ２２ 導入科目：人間と文化 

５月１６日（金） 

５月２３日（金） 

５月３０日（金） 

６月 ６日（金） 

各日、第 3，4 時限 

 

ライブ Web 授業（※※）  

★ロジカル・シンキング入門 

 

宮田 龍太 

 

２０ 

 

専門科目：情報 

 
 

５月７日 

６月１３日（金） 

６月２０日（金） 

６月２７日（金） 

７月 ４日（金） 

各日、第 3，4 時限 

 

ライブ Web 授業（※※） 

★事例で学ぶ生命科学：基礎と応用 

 

池松 真也 

 

３０ 

 

専門科目： 

自然と環境 

 

６月３日 

２ ０ ２ ５ 年 度 第 １ 学 期 の 面 接 授 業 一 覧 

（※）自分用パソコン持ち込み方式（BYOD）の授業です。

 

 面接授業は、学習センター等で他の学生と一緒に直接講師から指導を受ける授業です。放送授業では

経験できない実験等の講義や、地域に密着した講義もあり、他の学生と学ぶ楽しさを共有することがで

きます。  

２０２５年度第１学期の面接授業の空席状況が４月 11 日（金）15 時に放送大学ウェブサイトのシステ

ム WAKABA で発表されます。現在は、空席発表後から追加登録の事前申請を Web から申請いただけ

るようになりました。事前申請で満席とならなかった科目については、先着申請ができます。詳しくは、

次項の面接授業科目の「追加登録について」をご覧ください。 

（注）当該科目につきましては、窓口申請のみ受付とします。（詳細は、沖縄学習センターウェブサイトに掲載します。） 

（※※）ライブ Web 授業 … 対面式ではなく、ご自宅などでパソコンを用いてリアルタイムで受講します。 
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202５年度第１学期面接授業のご案内 



 

 

科目登録決定後、空席のある科目については、追加登録を受付けます。 

「仕事の都合が直前までわからなくて科目登録を見送った」という方も、この機会を活かして面接授業          

の追加登録をご検討ください。また、2024 年度第 2 学期から、全ての学習センターでWeb から追加登

録の事前申請が可能となりましたので、ぜひご利用ください。 

追加登録は以下のとおり行います。 

  

                          １．空席発表 

4月１１日（金）１５時 空席のある科目と人数を発表 

  

                    ２．事前申請受付 

空席発表～4月１６日（水）１３時10分          事前申請の受付 

4月17日（木）           当選科目を連絡 

4月24日（木）まで     授業料納入 

 

     ３．先着申請受付（事前申請で満席とならなかった科目） 

4月１７日（木）１５時以降      先着順で受付 

    

   

空席発表 4月１１日（金） １５時 

 

面接授業ウェブサイト（第1学期）の「お知らせ」にて、全国の空席状況を確認できます。 

面接授業ウェブサイト（mensetsu-cnh.ouj.ac.jp/1/） は、以下の QR コードやシステム WAKABA の 

学内リンクからアクセスしてください。 

 

放送大学トップページから→在学生（WAKABA）をクリック 

→システムWAKABAへログイン 

→学内リンクの面接授業（第1学期）のページ 

→お知らせの「空席状況のお知らせ」に掲載。 

 

面接授業ウェブサイト 1 学期 

 

 

 

 

 

 

面接授業科目の｢追加登録」 について （ライブ Web 授業も準じます） 
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事前申請受付  
 

追加申請登録は、開設する学習センターごとに受付を行います。他の学習センターの開設科目の追加登録はで

きません。 それぞれの学習センターへ申請してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事前申請の受付 

事前申請受付期間内に、次の A、B のいずれかの方法により申請してく

ださい。 

 

【空席発表～ 

4月１６日（水）１３時10分】 

A：Google フォームから申請 
各学習センターのウェブサイトの「お知らせ」から、Google フォーム
の URL をクリックして、必要な項目を入力してください。 

 

 ※イメージ図 

 B：学習センター窓口で申請 
開所時間を確認の上、追加登録申請書をご持参ください。 

 
なお、追加登録申請書を郵送することも可能ですが、その場合は 4月

１６日（水）午前必着です。昨今の郵送事情から配送が遅れることが

予想されますので、 Googleフォームからの申請を強くお勧めしま

す。 

 

当選科目を連絡 
【4月１７日（木）】 

学習センターからキャンパスメール（学生番号＠campus.ouj.ac.jp）

へ抽選結果をお知らせします。キャンパスメールの確認方法がわから

ない方は、事前にお問い合わせください。 

なお、空席枠以上の申込みがあった科目は、学習センターにて厳正に

抽選を行い、当選者を決定いたします。 

 

授業料納入 
【4月２4日（木）まで】 

当選した科目があった方は、下記をご準備いただき、面接授業の開設

学習センターへ、窓口または郵送（現金書留）にて手続きをしてくださ

い。 

期日までの納入が困難な場合は、必ず事前に開設学習センターへご相

談ください。 

 【窓口】 
開設学習センターの開所時間内に、下記をご持参ください。 

所定の授業料（1 科目 6,000 円※１×当選科目数） 

 【郵送（現金書留）】 

開設学習センターの面接授業担当宛へ、下記を郵送してください。 

①追加登録申請書 

②所定の授業料（1 科目 6,000 円※１×当選科目数） 

③返信用封筒（長形3号、宛先明記、110 円切手貼付） 

 
4/25（金）以降に到着したものや、不備のあるものは返送にかかる

費用を差し引いた金額をお返しいたします。 

※1 ライブ Web授業「心理学実験（基礎）」の授業料は12,000円（2単位）です。 

・当選した科目のキャンセルはできませんのでご注意ください。 
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【ご注意ください】 

・Google フォームで申請した内容は修正可能ですが、修正が難しい場合は、期日までに再度申請してください。 

複数回申請した場合、原則として最後の申請を有効とします。 

なお、Googleフォームと郵送を重複して申請した場合、原則として先に処理したものをもって申請とします。 

・複数の学習センターに同名の科目を申請した場合や、日程が重複する科目を申請した場合、どちらを優先するか

の希望順は選択できませんので、ご注意ください。 

 

先着申請受付（事前申請で満席とならなかった科目） 

事前申請で満席とならなかった科目については、空席状況をシステム WAKABA で随時確認でき、原則として

開講日の７日前まで先着順で追加登録を受け付けます。 

空席確認 

【4月１７日（木）１５時以降随時】 

 

放送大学トップページ→ 在学生(WAKABA)をクリック 

→システムＷＡＫＡＢＡへログイン 

→教務情報→科目登録申請→空席照会をクリック 

→希望の科目を検索 

 

先着申請 

【4月１７日（木）１５ 時～ 
 原則として開講日の７日前まで】 

先着順に受け付けます。申請の前に空席状況を確認してください。 

【窓口】 
開設学習センターの開所時間内に、下記をご持参下さい。 
①追加登録申請書 
②所定の授業料（1 科目 6,000 円※1×申請科目数） 

【郵送（現金書留）】 
開設学習センターの面接授業担当宛へ、下記を郵送してください。 

①追加登録申請書 
②所定の授業料（1 科目 6,000 円※1×申請科目数） 
③返信用封筒（長形３号、宛先明記、110 円切手貼付） 

 

 授業料納入確認後、面接授業科目追加登録決定通知書をお送りいたします。 

各科目の追加登録受付期限日内に郵便が届かない場合、申請した科目がす

でに満席の場合、申請内容に不備がある場合、などは登録できません。 その

場合、返送にかかる費用を差し引いた金額をお返しいたします。 

※1ライブWeb授業「心理学実験（基礎）」の授業は12,000円（2単位）です。 
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今回の連載コーナーの流れとしましては、まず、「インドネシアの日本語教育」を概観し、その後、インド

ネシアからの留学生 E さんに「日本語の旅」を語ってもらい、最後に「E さんからの質問」に筆者が答えます。 

1.「インドネシアの日本語教育の概要」 

国際交流基金『日本語教育 国・地域別情報「インドネシア（2023 年度）」¹』によると、インドネシア

での日本語教育は 1958 年にジャカルタの日本文化学院で始まりました。インドネシアは日本と経済的・文

化的な結びつきが強く、日本語学習の人気は年々高まっています。現在、インドネシアの日本語学習者数は約

71 万人（711,732 人）にのぼり、中国に次いで世界第 2 位の規模となっています。特に 1980 年代以降、

高校の第二言語や選択科目として日本語が導入されたことが、日本語学習者数増加の大きな要因となっていま

す。加えて、学校外で自主的に日本語を学ぶ人々も増えており、そのきっかけとして「日本のアニメや漫画、

J-pop、女性アイドルグループ JKT48、ファッション」など、日本文化への関心が挙げられます。 

さらに、日系企業の進出や EPA（経済連携協定）による外国人看護師の受け入れに加え、多くのインドネシ

ア人が技能実習生として日本で働く機会を得ており、日本語を活かせる就職先の拡大が学習意欲を後押しして

います。一方で、日本語教師の不足や指導力のばらつき、会話練習の不足、地域による教育格差といった課題

も存在します。特に、都市部と地方では教育環境に大きな差があり、地方では学習機会の確保が難しいケース

もあります。また、従来の文法・読解中心の学習から、実際のコミュニケーション能力を養う指導への転換が

求められています。 

今後は、教師の育成を強化し、より実践的な会話力を重視した指導法を導入するとともに、オンライン教育

の活用によって地域間の教育格差を是正することが重要になります。これらの取り組みによって、インドネシ

アにおける日本語教育のさらなる発展が期待されています。 

表 1：学習者数の内訳 

機関数 教師数 
学習者数（711,732）100% 

初等教育 6,786 1.0% 

2,958 6,617 

中等教育 642,605 90.3% 

高等教育 27,454 3.9% 

学校教育以外 34,887 4.9% 

                       ＊国際交流基金の「2021年度日本語教育機関調査結果」を基に筆者がまとめた 

2．「日本語の旅」 

O 大学で学ぶ留学生 E さんに「日本語の旅」について語っても

らいました（2025 年 2 月）。以下、「私」は留学生 E さん自身。 

私は、インドネシアのバリ島のデンパサールの出身です。現在、

デンパサールに帰る際には、那覇からの直行便がなく、香港経由で

約８時間かけて帰省しています。バリ島は皆さんもご存知のとお

り沖縄に似た雰囲気を持ち、白砂のビーチやサンゴ礁が広がる観

光地として有名です。特にバリ島は、ヒンドゥー教が根付いてお

り、多くの美しい寺院が存在します。例えばタナロット寺院（海に

浮かぶように見える寺院）、ウルワツ寺院（絶壁に建つ夕日が美し

い寺院）は訪れる人々を魅了します。また、バリの文化や伝統工芸

の中心地である「ウブド」では、バリ舞踊やガムラン音楽、バティ

ック（ろうけつ染め）、木彫りなどの伝統文化が今でも受け継がれ

ています。 
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図１：インドネシアの地図２ 

 日本語の旅 

〜留学生たちが教えてくれるもの〜 

その⑤ インドネシア編 

尚真貴子先生の連載コーナー 



 

 

 

私が日本語に興味を持つきっけとなったのは、日本のアニメでした。インドネシアでは日本のアニメが広く

親しまれており、特に『NARUTO −ナルト−』、『ドラえもん』、『ポケモン』などは非常に人気があります。 

これらのアニメは地上波テレビで放送されており、子供から大人まで多くの人々が楽しんでいます。さらに、

インドネシアでは日本のアニメ文化が深く浸透しており、コスプレイベントやアニメ関連のフェスティバルも

各地で開催されています。こうした文化を通じて、日本に興味を持ち、日本語を学びたいと思うようになりま

した。 

高校生の時、日本の医療の発達を知り医学部で学び、将来は国の発展に貢献したいと考え、日本で教育を受

けることを決意しました。そこで、日本語能力試験（JLPT）に挑戦するため、日本語の勉強を始め、2018

年 12 月に N5 を受験し、合格しました。その後、父の知り合いが人材派遣会社に勤めていた縁もあり、2019

年 3 月に沖縄へ渡りました。2019 年 4 月から日本語学校に通い、その 1 年間で N4、N3 に合格すること

ができました。しかし、2020 年に入ると新型コロナウイルスの影響が深刻化し、留学生にとって想像以上に

厳しい状況となりました。思い描いていた留学生活とは大きく異なり、不安と孤独の中での生活が始まりまし

た。授業はオンラインへと移行し、対面での学習機会が制限されたことで、日本語の上達が思うように進まず、

言葉の壁を強く感じるようになりました。さらに、アルバイトの機会も大幅に減少し、経済的な不安も常に付

きまといました。知り合いも少なく、慣れない環境での生活は決して簡単ではありませんでしたが、それでも

学ぶ意欲を失わず努力を続け、2020 年 4 月に O 大学へ入学しました。制約の多い環境の中で、日本語を学

びながらなんとかアルバイトにも挑戦し、困難を乗り越えながら成長することができました。この経験を通し

て、困難な状況でも諦めずに挑戦し続ける大切さを学びました。 

私は大学在学中に、スペインへ 1 年間の交換留学をしました。そこで最も印象的だったのは、西洋では個性

が尊重される文化が根付いているということです。アジア圏で生まれ育った私は、これまで個性を前面に出さ

ず、集団の調和を重んじる価値観の中で生きてきました。しかし、スペインでの生活を通して、自分らしさを

大切にし、性別や社会の固定観念に縛られずに生きることの大切さを実感しました。「人生は一度きり。周囲

の期待や社会の枠にとらわれるのではなく、自分の信じる道を歩むべきだ。」―― そうした考え方が、ごく自

然に受け入れられている環境に触れ、私の価値観も大きく広がりました。 

スペインでの生活を通じて、言語は単なるコミュニケーションツールではなく、文化や価値観を反映するも

のだと実感しました。その経験から日本語を学ぶ際も文化的背景を意識するようになりました。特に日本語で

は語彙の意味の違いが難しく感じます。例えば、「基本」「基盤」「基礎」「根本」など、似たような意味を

持つ言葉が多く、どの場面で適切に使うべきか迷うことがあります。このように、日本語には類義語が多く、

微妙なニュアンスの違いを理解するのが難しいです。一方で、漢字は好きなので、覚え方を工夫すれば楽しく

学ぶことができます。例えば、漢字をキャラクターのようにとらえたり、絵として覚えたりすると、読むこと

や書くことが面白くなります。日本語の文法はシステマチックで、規則性があるため、インドネシア語や英語

の説明を参考にしながら学ぶと、比較的理解しやすいと感じます。一度ルールを覚えれば、語彙を機械的に入

れ替えて使える点は、日本語学習のしやすい部分だと思います。 

こうして日本語を学ぶ中で、ふと気づいたことがあります。それは、日本の日常生活の中にも、意外とイン

ドネシア語が使われているということです。日本で生活していると、「あっ、これはインドネシア語だ！」と

驚くことがあります。日本でよく使われているインドネシア語は、 

① オランウータン：「オラン（orang）」は「人」、「ウータン（hutan）」は「森」という意味で、直訳

すると「森の人」となります。ちなみに、「オラン」だけだと「インドネシア人」を意味します。 

 ② ジャラン（jalan）：「道」という意味で、インドネシアの地名や道路名によく使われています。 

 ③ チャンプル（campur）：「混ぜる」という意味です。沖縄料理の「ゴーヤーチャンプルー」は、この「混

ぜる」というインドネシア語が語源になっています。 

 このように、日本とインドネシアは言語の面でも意外な繋がりがあります。日本で生活していると、思わぬ

ところでインドネシア語に出会うことがあり、そのたびにとても嬉しくなります。日本語を学ぶインドネシア

人留学生がいる一方で、日本人も知らず知らずのうちにインドネシア語を使っているというのは、両国の文化

交流の深さを感じさせます。 
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３．「留学生からの質問」 

E さんからの質問：私は日本語も学んでいますが、英語もよく使います。ある日、友人が「今度、僕のマン

ションに遊びに来ない？」と誘ってくれました。「えっ!? マンション（mansion）!?もうそんなに成功した

の!?」同級生なのに、すでに大豪邸を持っているのかと驚きました。しかし、実際に行ってみると…「普通の

高級集合住宅」。アパートと少ししか変わらないじゃないですか！どうやら、日本語には英語と意味がずれて

いる単語がたくさんあるようですね。 

回答：実は、日本語には「英語っぽいけど英語じゃないカタカナ語」がたくさんあります。まず、日本語で

「マンション」というと、英語でいう「apartment building」や「condominium」のことを指します。つま

り、「集合住宅の一種」であり、高級感はあるものの、決して「大豪邸」ではありません。一方、英語の「mansion」

は広大な庭やプールのあるような「大豪邸」を指すため、日本に住む英語ができる外国人が「マンション」と

いうと、日本人と異なるイメージを持ってしまうことがあります。そのため、英語を母語とする人が日本で『マ

ンションに住んでいる』という場合、『高級住宅に住んでいる』と誤解されることもあるでしょう。このよう

に、日本語のカタカナ語は、英語を母語とする人が日本で使うと、日本人の持つイメージとズレが生じる場合

があります。他にも… 

・スマート（smart）：頭がいい（英語）／スリムでスタイリッシュ（日本語）  

・サイダー（cider）：りんごのお酒（英語）／炭酸飲料（日本語） 

・バイキング（Viking）：北欧の海賊・戦士（英語）／食べ放題（日本語） 

・カンニング（cunning）：ずる賢い（英語）／試験の不正行為（日本語） 

このような「カタカナ語のズレ」は、日本語が英語を取り入れる際に日本独自の解釈で使われるようになっ

たり、和製英語が生まれたりしたことが原因です。また、英語から輸入された当時の意味がそのまま定着し、

英語の本来の意味が変化しても日本語のカタカナ語には反映されなかったケースもあります。Eさんのように、

英語と日本語の両方を使う人にとって、「意味が違うカタカナ語」はちょっとしたトラップですね！日本語の

カタカナ語をそのまま英語に置き換えると、誤解を生むことがあります。 

皆さんも E さんのように、「えっ？これ英語と意味が違うの？」と驚いたカタカナ語はありますか？もしか

すると、普段何気なく使っているカタカナ語が、実は英語とは全く違う意味で使われているかもしれませんね！ 

 

【注】 

１．国際交流基金『日本語教育 国・地域別情報「インドネシア（2023 年度）」』 

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/2023/indonesia.pdf 

２．外務省 アジア インドネシア共和国 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/indonesia/index.html 

【参考文献】 

伊藤ゆり（2022)「インドネシアの日本語教育事情―後期中等教育の事例―」『言語習得と日本語教育』第 2 号, 

 pp.92-100 

鈴木にし紀 (2017) 「インドネシアの日本語教育：国際交流基金日本語専門家としての教育実践」『ことばと文化』

第 8 号, pp.15-34 

田尻英三（1984）「インドネシアの日本語教育」『鹿児島大学教育学部研究紀用 人文・社会科学編』巻 35,  

pp. 1-20 

【参考サイト】 

国際交流基金 「海外の日本語教育の現状−2021 年度日本語教育機関調査−より」（2025 年 2 月 25 日閲覧） 

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/dl/survey2021/all.pdf 
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沖縄学習センターの客員教員の先生方による無料のゼミを開講します。 

様々な分野を学ぶ絶好のチャンスです。是非この機会にご参加をください。 
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202５年度 第１学期 ゼミ開講のお知らせ 

申込方法 お申込みはメールのみ受付けます。お電話での受付は致しません。 

ゼミに関するお知らせ等は全てメールで行います。 

以下をご記入の上、（okinawa-zemi@ouj.ac.jp）までお申込みください。 

①タイトル：〇〇先生のゼミ申込みについて 

②氏名（フルネーム） ③学生番号  ④メールアドレス  ⑤希望のゼミ名 

受講料 場 所 受付期間 沖縄学習センター 各ゼミ開講の 1 週間前まで 

※途中参加はできません 

※沖縄学習センター所属の学生対象 

無 料 

 
５月１３日・２０日・２７日・６月３日（全 4 回） 

「沖縄の地誌」ゼミでは、沖縄本島の地域的特色について、地図類や文献資料、映像資料などを

使いながら学んでいきたいと考えています。具体的内容としては、(1)生活の舞台としての沖縄の

自然－地形と地質、土壌を学ぶ－、(2)九州地区第２位の 100 万都市―沖縄コナーベーション－

を知る、(3)沖縄の農業地域を考える、(4)那覇港周辺の 15～20 世紀の地形と景観の変化を探る

などです、皆さんの参加を心からお待ちしております。 

曜日 10：０0～1１：３0 

『沖縄の地誌』 定員 10 人 小川 護 先生 

 

６月１０日・１７日・２４日、７月１日（全４回） 

 心理学に基づいたワークを行いながら自分自身を見つめ、気づいたことを発表・表現します。

使用する資料等はこちらで準備します。ゼミメンバーの皆さんと互いに学び合いたいと思います

ので、主体的に参加してください。 

 なお、これまでのゼミで行ったワークも一部含みますので、一昨年度、昨年度の受講生が再度

受講する場合は、ご了承ください。 

井村 弘子 先生 

曜日 1４：０0～1５：３０ 

『 自己探求の心理 』 

 

定員 10 人 

 
５月７日・１４日・２１日・２８日（全 4 回） 

 

 

 英語を母国語としない学習者が抱える共通の課題について、英語の読み物を通して、読解力を

養成する。読み取った内容について、参加者が英語で自分の意見を述べ、かつ質疑応答を行うこ

とでコミュニケーション能力の基礎力を高める。 

 具体的には、実用英語検定試験３級程度の教材を活用して、読解力、自分の考えをまとめ、デ

ィスカッション等を行うことにより、コミュニケーション能力を高める。 

 

 

曜日 1４：０0～1５：３0 

『 コミュニケーションに役立つ英文読解』 定員 1５人 下地 敏洋 先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 客員教員による学習相談 ★★★ 

 

  

曜日 相談対応日時 担 当 教 員 専 門 分 野 

火 
10：00～13：00 小川  護 （沖縄国際大学特任教授） 人文地理学、地図学 

13：00～17：00 井村 弘子（沖縄国際大学名誉教授） 臨床心理学 

水 
10：00～13：00 井口 直子（琉球大学准教授） ライフステージ栄養学、給食管理 

13：00～17：00 下地 敏洋（元琉球大学教授） 老年学、英語教育学 

木  
10：00～13：00 尚 真貴子（沖縄国際大学特任教授） 日本語教育 

金 14：00～17：00 高良 美樹（琉球大学准教授） 社会心理学 

土 13：00～17：00 大湾 知子（前琉球大学准教授） 感染看護学、尿失禁看護学 

日 10：00～14：00 日熊 隆則（元琉球大学准教授） 情報数学、解析学 

 

 

 

 

５月２９日、６月５日・1２日・１９日・２６日（全５回） 

 本ゼミでは、日常にあふれる言葉の「語源」を深く掘り下げ、その成り立ちや背景を探求しま

す。例えば、「とんちんかん」のような何気ないことばが、どのように生まれ、どのような文化

的・歴史的変遷をたどってきたのかを紐解いていきます。語源を知ることで、言葉の奥深さや日

本語の魅力を再発見できるはずです。言語学に興味のある方、または日常の言葉を新たな視点で

楽しみたい方、一緒に「語源の世界」へ旅立ちましょう！ 

尚 真貴子 先生 

曜日 10：30～12：00 

『 第２弾！ことば探訪「語源の世界へ」』 定員 10 人 

 

６月２１日、７月５日・２６日（全３回） 

 コロナウイルス感染症が２類感染症から５類感染症に変更になり５年が経ちました。私たちの

日常生活において益々、感染症予防の自己管理が重要であることが求められます。ゼミでは、コ

ロナウイルス感染症、尿失禁・尿路感染症を予防する知識・技術・態度などを解説し実践的に行

い、いかに予防する技を身に付けると得する！ことを実感してもらいます。知識を深め態度を養

い、技を身に付け自己管理に活かしましょう。 

大湾 知子 先生 

曜日 1４：０0～1６：00 

『 細菌・ウイルス感染症と尿失禁・尿路の感染症に対する予防技』 

定員 10 人 

 

６月２２日、７月６日・1３日・２７日（全 4 回） 

 世の中の９９％以上の人が、お金について勘違いをしています。信じられないかもしれません

が、政治家や経済学者ですら勘違いをしているというのが現状です。その勘違いが原因で日本は

どんどん衰退しているのをご存じですか。 

 このゼミでは次のようなことを、ディスカッションを通して学んでいきます。 

①お金とは何か ②国の借金は大丈夫なのか ③消費税を廃止すべきこれだけの理由 

④私たちはどうすべきか 

①  

曜日 10：30～12：00 

『お金の常識がこどもたちの未来を破壊する』 定員 1５人 日熊 隆則 先生 
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客員教員による公開講演会 

In 沖縄県立図書館 
放送大学沖縄学習センターの客員教員の先生方による講演会を

開催いたします。 

参加ご希望の方は、事前予約をお願いいたします。（定員５0 名） 

2025 年 7 月 5 日（土） 

14：00～15：30 下地 敏洋 先生 
老年学への招待－生涯発達から

人生を考える－ 

2025 年８月 2 日（土） 

14：00～15：30 日熊 隆則 先生 
目からウロコのお金の話～子供

たちの未来のために～ 

2025 年 8 月 9 日（土） 

 14：00～15：30 
尚 真貴子 先生 

ことばに宿る日本の心～日本語

の魅力を再発見～ 

2025 年 8 月 17 日（日） 

14：00～15：30 大湾 知子 先生 
どこでも活かせるアンガーマネ

ジメント 

2025 年 8 月 24 日（日） 

 14：00～15：30 
井村 弘子 先生 対人関係とコミュニケーション 

【講演会の申込み方法】 

① 沖縄学習センター窓口で直接申込み・・・職員にお声かけください。 

② お電話で申込み・・・・・・・・・・・・放送大学沖縄学習センター 

                          ☏ ０９８-８９５-５９５２ 

③ メールで申込み・・・・・・・・・・・・okinawa-h@ouj.ac.jp 

※メールで申込みの際は、件名に「公開講演会申込」 

文面に「申込希望講演会講師名」 

「申込者氏名」と「申込者連絡先電話番号」 

をお知らせください。確認後、ご返信いたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県立図書館 4 階には「放送大学コーナー」があります。 
公開講演会に参加する際には、「放送大学コーナー」もぜひのぞいてみてください。 

 ＊放送大学の印刷教材（教科書）が閲覧できます（貸出不可）。 

 ＊タブレット端末を貸出していますので（ただし館内利用・時間制限あり）、 

放送授業の視聴ができます。（放送大学学生に限る） 

放送大学沖縄学習センター 無料です 
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下地敏洋先生（2025/７/５（土）14：00～15：30） 

【老年学への招待ー生涯発達から人生を考えるー】 
生涯発達の視点から正しい老化の過程を理解し、幸福感を高めて人生１００年時代を豊かに生きる。 

１．生涯発達の視点から理解する正しい老化の過程 

２．生きがいと幸福感を高める影響要因 

３．人生１００年時代を幸せに生きるための必要な要件 

以上のことについて、これまでの研究知見や調査研究の結果を踏まえて、人生を豊かにするための

情報を共有する。 
 

 

日熊隆則先生（2025/8/2（土）14：00～15：30） 
【目からウロコのお金の話～子どもたちの未来のために～】 

この３０年、日本は衰退の一途をたどってきました。実質賃金の低下、子ども食堂の増加、上がり

続ける消費税、社会保険料。世界に目を向ければ、かつて世界 2 位であった GDP が今や 4 位でもう

すぐ 5 位にまで転落すると言われています。日本は何故こんなことになってしまったのでしょうか。 

それは、政治家や経済学者、官僚を含めた国民の 99％がお金について正しく理解していなかった

からなのです。国民ひとりひとりが正しい知識を持つことで子どもたちの未来を取り戻しましょう。 
 

 

尚真貴子先生（2025/８/９（土）14：00～15：30） 
【ことばに宿る日本の心～日本語の魅力を再発見～】 

日本語には、時代を超えて受け継がれてきた独自の文化や価値観が息づいています。本講義では、

そんな日本語の奥深さを対話形式で楽しく紐解いていきます。「いただきます」の本当の意味や、「お

疲れ様」と「ご苦労様」の使い分けがなぜ生まれたのか、普段何気なく使っている言葉に隠された歴

史や文化を具体的なエピソードを交えて解説します。また、漢字の成り立ちや諺に込められた知恵、

外国人が驚く日本語の特徴にも触れ、普段意識しない「ことばの世界」を深掘りしていきます。日本

語を学ぶことは、単なる言語習得ではなく、日本の文化や価値観を理解することでもあります。日常

的に使われる言葉に秘められた魅力を再発見し、新たな視点で日本語を味わってみませんか。 

特に、以下のような方におすすめです。  

・日本語の奥深さを知りたい方  

・言葉と文化のつながりに興味がある方  

・外国人からの素朴な疑問を考えたい方  

どなたでも楽しめる内容です。 
 

 

大湾知子先生（2025/８/17（日）14：00～15：30） 
【どこでも活かせるアンガーマネジメント】 

怒るには気づかない「キーワード」があります。講座で知識を備え適切に怒ること、講座では、そ

れに気づくよう導きます。アンガーマネジメントを学び、どこでもだれとでもいつでも楽しく暮らせ

ることができるかもです。まずは、講座を受けて試してみませんか？ 
 

 

井村弘子先生（2025/８/24（日）14：00～15：30） 
【対人関係とコミュニケーション】 

私たちは家庭・職場・地域等の様々な対人関係の中で生活しています。コミュニケーションが得意

な人も、苦手な人も、多くの場合、他者との関わりなしに心豊かな生活は送れません。自分も相手も

大切にできる人間関係の持ち方、周囲の人々と円滑なコミュニケーションが取れるような方法・工夫

について、臨床心理学の視点からお話しいたします。 

 
 

 

 

公開講演会テーマと内容 
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2024年度学長裁量経費「宮古島市との共催による公開講演会」のご報告 

2024 年 11 月 16 日（土）宮古島市教育委員会との共催

による公開講演会を開催しました。今回の講演会は沖縄会場

（当学習センター大講義室）と宮古島会場(未来創造センター

研修室)をオンライン(Zoom)で結び、沖縄学習センターの大

講義室で２講演を行いました。 

「宮古を学ぶ、宮古で学ぶ」をテーマに講演１「宮古地域の

農業の成り立ちと将来展望」小川護氏（当学習センター客員

教授、沖縄国際大学特任教授）及び講演２「DNA 解析から見

た沖縄諸島の人々の来歴」今村美菜子氏（琉球大学准教授）

を沖縄会場から講演していただきました。 

23 

各会場の参加者数は沖縄会場 14 名、宮古島会場 7 名の合計 21 名の方にご参加い

ただきました。 

参加者からのアンケートでは、『DNA 解析に見られるように、最前線の技術で従来の

学説等が新たに見直されている。今後もさらに色々な分野で進展して行くことを期待

します。また、その最新情報を放送大学でも学べることを希望いたします。』 『今後も

いろいろな内容の講演を聞きたい。お酒についての DNA はとてもよかったです。』 

『もっとたくさんの方に聞かせたかったです。』 『以前から興味があったので、大変理

解が深まりました。』という感想や『スクリーンでの画面が小さかったので、目が疲れ

た』とのご意見が寄せられ、今後の参考にさせていただきます。 

【宮古島会場】 

 

【沖縄会場】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2024年度学長裁量経費「石垣市との共催による公開講演会」のご報告 

2025 年 2 月 1 日（土）石垣市教育委員会との共催による

公開講演会を開催しました。今回の講演会は沖縄会場（当学

習センター大講義室）と石垣会場(石垣市役所 1F 教育員会会

議室)をオンライン(Zoom)で結び、沖縄学習センターの大講

義室で２講演を行いました。 

「八重山とつなぐ学びの場」をテーマに講演１「お金につい

ての本当の話」日熊隆則氏（当学習センター客員准教授、元琉

球大学准教授）及び講演２「八重山の祭具と供物～『もの』か

らみる信仰とくらし～」稲福政斉氏（沖縄国際大学・沖縄大学

非常勤講師）を沖縄会場から講演していただきました。 

24 

各会場の参加者数は沖縄会場 25 名、石垣会場 19 名の合計 44 名の方にご参加い

ただきました。 

参加者からのアンケートでは、『とても興味深い内容で、60 分ではどちらも足りない

なぁと思いました。また、テーマを変えて講演会を開催してほしいです。』 『沖縄につい

てどんどん講演会をやってほしい』 『八重山と沖縄の両会場をオンラインで講演され

たのはよかった』 『初めて受講しました。こういった放送大学の取組はありがたいで

す。また参加したいです。』 などの感想が寄せられました。 

また、石垣会場では事前に個別相談の予約があり、講演前の午前中に入学相談及び

学習相談を直接対応することができてよかったです。 

 

【石垣会場】 

 

【沖縄会場】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流文化祭のご報告 

202４年 11 月 2 日（土）に交流文化祭が催されました。 

各サークル活動の成果や個人の芸能を発表する場となり、 

楽しく和気あいあいとしたステージでした。 

4 階ラウンジでは、煎茶サークルの茶席にて煎茶が振る舞われました。 

 参加や見学をご希望の方は、各サークル・同好会の活動日に直接お訪ねください。 
25 

今回は、琉球芸能組踊りの「執芯鐘入より主要曲の『干瀬節』」の歌舞劇 

も披露されました。 

沖縄の舞台では欠かせない祝儀舞踊曲「かぎやで風」で幕を開け、「四つ竹」の演舞の後、三線サー

クルによる「安波節」、「秋の踊り」「汗水武士」等の演奏がありました。 

日舞や 

サークル活動内容の 

紹介もありました 

三線サークルと 

琉球舞踊同好会に

よる演舞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０２４沖縄学習センター学生研修ツアーの報告 

２０２５年２月 5 日（水）に琉球大学構内の施設を見学する 
学生研修ツアーを行いました。 

研修ツアーには、学生 11 名と職員 3 名が参加しました。 

沖縄学習センターを出発して、千原池にかかる球陽橋を渡り、
北口近くにある陸上養殖場の施設を羽賀史浩特命教授からの
説明を受けながら見学しました。 

見学後、琉ラボへ移動して、プロジェクトの説明があり、学生
さんからの質問にも応えていただけました。 
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お昼休憩時間は皆さんそれぞれで琉大生協北口食堂やその周辺で
過ごし、『琉球大学（風樹館）』へ移動しました。風樹館には、沖縄に生息
する動物や昆虫の標本、沖縄の工芸品などが展示されており、平良渉
助教から展示物の説明と案内を受けながら、見学をしました。 

風樹館は、一般の方も無料で見学が可能です。展示解説を希望され
る際は、事前のお問い合わせで日程調整、対応していただけるそうで
す。風樹館 HP にて開館時間、臨時休館等をご確認の上、お問い合わ
せください。 

風樹館の横にはビオトープがあり、季節により植物や生き物・昆虫など変わるそうです。お子さんや
お孫さんを誘ってご家族やご友人で行ってみてはいかがでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4・5・6 月のスケジュール 

 

 

閉所日・臨時閉所日 

スケジュールあり 

・４月 6日 入学者の集い・オリエンテーション（14:00） 

・４月１１日 面接授業科目空席発表（１5:００） 

          事前申請受付(４月１６日１３：1０まで) 

・４月１２日・１３日 面接授業 

・４月１７日 面接授業科目追加登録受付開始 

                                 (１５：００～) 

・４月１９日・２０日 面接授業 

・４月２９日 閉所日（昭和の日） 

・４月３０日 臨時閉所日 

4 APR 

5 MAY 

・5月 1日～2日 臨時閉所日 

・5月 3日 閉所日（憲法記念日） 

・5月 4日 閉所日（みどりの日） 

・5月 5日 閉所日（こどもの日） 

・5月 6日 閉所日（振替休日） 

・5月 8日 通信指導(Web)提出期間開始（～28日） 

・5月 10日・11日 面接授業 

・5月14日 通信指導(郵送)提出期間開始（～28日） 

・5月 17日・18日 面接授業 

・5月 24日・25日 面接授業 

・5月 31日 面接授業 

6 JUN 

・6月 1日 面接授業 

・6月 7日・8日 面接授業 

・６月１０日 第２学期学生募集受付開始（第１回・～8/29） 

          大学院（修士・博士）募集要項配布（～8/25） 

・6月１４日・１５日 面接授業 

・6月２２日 2026年度卒業研究説明会 

（14:00～15:00 小講義室） 

・6月２８日・２９日 面接授業 
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※スケジュールについては、沖縄学習センターWebサイト・利用の手引きでもご確認いただけます。 
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7・8・9 月のスケジュール 

 

 

閉所日・臨時閉所日 

スケジュールあり 

・７月１６日 2025年度第１学期単位認定試験開始 

Web択一式科目 

（７月２４日(木)１７:００まで） 

Web記述式・併用式科目 

     （７月２０日(日)17:００まで） 

郵送試験 

（７月２０日(日)必着） 

・8月 ８日 ２０２６年度卒業研究履修申請開始（～8/15） 

・8月１１日 山の日（閉所日） 

・8月１５日 第 2学期科目登録申請受付開始 

（郵送８月２８日まで・Ｗｅｂ８月２９日まで) 

大学院（修士・博士）出願受付開始（～8/25） 

・８月１９日 単位認定試験成績通知発送 

・８月３０日 第２学期学生募集受付開始 

           (第２回/９月１１日まで) 

・9月 4日～7日 臨時閉所日（旧盆） 

・9月 9日 大学院（修士・博士）受験票発送 

・9月２０日 学位記授与式（１４:００～）大講義室 

・9月２３日 秋分の日（閉所日） 

※スケジュールについては、沖縄学習センターWebサイト・利用の手引きでもご確認いただけます。 
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沖縄学習センター 

サークル・同好会のご紹介 

サ ー ク ル 

Enjoy English 

活動時間 

毎週火曜日 

14：00～16：00 

場 所 

サークル室 

三線サークル 

活動時間 

毎週水曜日 

15：00～17：00 

場 所 

サークル室 

煎茶サークル「和」 

活動時間 

第 4 火曜日 

1３：00～17：０0 

場 所 

非常勤講師控室 

のびのびストレッチサークル 

活動時間 

毎週木曜日 

11：00～12：30 

場 所 

サークル室 

パソコンサークル 

活動時間 

毎週日曜日 

1０：３0～1２：０0 

場 所 

サークル室 

中国語勉強会「你好倶楽部」 

活動時間 

第 1～4 土曜日 

11：00～13：00 

場 所 

サークル室 

英語クラブ「BRUSH UP」 

活動時間 

第 1・3 土曜日 

14：00～16：00 

場 所 

サークル室 

旅の会 

活動時間 

第 1 日曜日 

13：00～16：00 

場 所 

サークル室 
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ご興味のある方は、 

各サークル・同好会の 

活動日に、お気軽に 

お訪ねください。 

宅地建物取引業基礎勉強会 

活動時間 

毎週金曜日 

1０：０0～1２：０0 

場 所 

サークル室 

同 好 会 

琉球舞踊同好会 

活動時間 

毎週水曜日 

1４：０0～1５：０0 

場 所 

サークル室 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄学習センター  ☎：098-895-5952  閉所日：月曜日・祝日・年末年始 

暴風警報に伴うセンター対応 

※地震・火災等の場合は、所長が状況を判断し、閉所の有無を決定する。 

※面接授業・単位認定試験の場合は所長が大学本部と調整する。 

「暴風警報及び気象等に関する特別警報」（ 以下、暴風警報）が主として西原町

に発令されている場合は、次のとおり対応する。 

 

 

 

暴風警報発令中の場合 
路線バス運行の有無に関わらず沖縄学習センターは臨時閉所 

「大雨注意報」「大雨特別警報」あるいは「線状降水帯」などが発表されている間は、 

安全確保のため、センターへの来所をお控えください。 

 

Point 1 

開所中に 

暴風警報発令 
 

午前８時以降も 

暴風警報継続 

 

午前８時までに 

暴風警報解除 

通常どおりセンター開所 

9：30 - 17：45 

 

センターは 

終日臨時閉所 
 

路線バス運行の有無に関わらず 

センターは臨時閉所 
 

午前 8時を起点にセンターの開閉を検討 

Point 2 

学生・教職員共通 
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※お知らせ！ 
 

にお車での 

入構は、琉球大学北口（宜野湾口）

をご利用ください。 

土曜日 日曜日 

※沖縄学習センターで面接授業のない土日は、 

東口＝中城口、南口＝西原口は原則、閉鎖しています。 

徒歩の場合は、東口（中城口）や南口（西原口）からでも入構できます。 

☑お車で入構の際は、北口で守衛に「入構許可書」 

あるいは「学生証」を提示ください。 

放送大学沖縄学習センター  電話：098-895-5952 

（閉所日：月曜日・祝日・年末年始） 

東口と南口は、閉鎖 

されていても、徒歩 

なら入構できます。 

土日は、琉大北口のみ開門 

(東口と南口は原則、閉鎖です) 

お車での入構は、琉大北口を

ご利用ください。 

琉大北口前店 

 

琉球大学北口店 
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旧 


